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資料４-１ 

令和 4年 9月 9日 

子 供 未 来 局 

児童館及び放課後児童健全育成事業（児童クラブ事業）について 

 

１ 事業の目的 

（１）児童館の目的 

児童福祉法第 40 条に基づく児童厚生施設であり、児童に健全な遊びを与えて、その健康を

増進し、又は情操をゆたかにすることを目的としている。 

（２）放課後児童健全育成事業（児童クラブ事業）の目的 

児童福祉法第 6条の 3第 2項に基づき、小学校に就学している児童であって、その保護者

が労働等により昼間家庭にいないものに、授業の終了後等に児童厚生施設等を利用して適切

な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図ることを目的として実施している。 

 

２ 児童館及び放課後児童健全育成事業の国の施策の推移 

年 国の施策の動き 

昭和 22 年（1947 年） 児童福祉法が制定。児童館が児童厚生施設として位置づけられる。 

昭和 41 年（1966 年） 「留守家庭児童会育成事業」の開始。 

昭和 46 年（1971 年） 「留守家庭児童会育成事業」を「校庭開放事業」に統合。 

昭和 51 年（1976 年） 
「都市児童健全育成事業」の開始（児童館が整備されるまでの経過

的措置）。 

平成 3年（1991 年） 
「放課後児童対策事業（児童クラブ事業）」の開始（留守家庭児童対

策は独自の事業で実施するとの方針に転換）。 

平成 9年（1997 年） 児童福祉法改正により「放課後児童健全育成事業」として法制化。 

平成 26 年（2014 年） 
厚生労働省令「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準」が公布（本市においても条例を制定）。 

平成 27 年（2015 年） 

子ども・子育て支援新制度が本格施行（本市において量の見込み、

確保方策を策定）。厚生労働省が「放課後児童クラブ運営指針」を策

定し、対象児童が 6年生まで拡大。（本市においては、平成 31 年度

までに順次拡大） 

 

３ 児童館の機能について 

（１）児童健全育成機能 

自由来館児童への遊び場の提供に加え、遊びの指導や各種行事（卓球タイム、ボードゲー

ム大会）等をとおして児童の健全育成を図る。 

 

（２）子育て家庭支援機能 

乳幼児親子の自由来館に加え、親子を対象とした行事（絵本読み聞かせ、リズム遊び等）や

幼児クラブの開設、子育て相談、子育てサークル等の育成などにより、子育て家庭の支援を

行う。 
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（３）地域交流推進機能 

地域との連携事業の実施や交流活動をとおして地域コミュニティの活性化を図るととも

に、子育て支援クラブや子ども会などの児童館を拠点に活動する、児童の健全育成を図る団

体の育成支援を行う。 

（例）コミュニティセンターまつり・児童館まつりの共同開催、子育て支援クラブや老人会

と児童の七夕飾り作成、地域ボランティア等による昔遊び伝承 等 

 

（４）放課後児童健全育成事業（児童クラブ事業）機能 

昼間に保護者が就労等により家庭にいない小学 1年生から 6年生の児童を対象に、放課後

の遊びや生活の場を提供し、健全育成を図る。 

 

４ 児童館、児童クラブの基本情報 

（１）児童館の管理運営団体（12団体） 

公益財団法人 仙台ひと・まち交流財団 

NPO 法人 

MIYAGI 子どもネットワーク、FOR YOU にこにこの家、 

アスイク、みやぎ・せんだい子どもの丘、虹の架け橋、 

せんだい杜の子ども劇場、ワーカーズコープ、 

YMCA ファミリーセンター 

社会福祉法人 宮城厚生福祉会 

地域の運営委員会 
袋原コミュニティ児童館運営委員会、 

北六番丁コミュニティ児童館運営委員会 

 

（２）児童館の基本情報（令和 4年 5月 1日現在） 

開館日・開館時間 
・日曜・祝日・年末年始を除く毎日 

・午前 9時～午後 6時（土曜日は午後 5時） 

利用対象 
・児童（0～18 歳未満） 

・未就学児は保護者同伴の場合に利用可能 

整備状況 

児童館・児童センター 98 館 

マイスクール児童館 12 館 

コミュニティ児童館 2 館 

合計 112 館 

（参考）小学校区 119 学区 

  ※児童センター…児童館の機能に加え、体力増進を図る機能を有するもの。 

   マイスクール児童館…小学校の転用可能な教室を活用して、児童館に準じた施設として

児童館事業を行うもの。 

   コミュニティ児童館…小学校の敷地内で、地域の運営委員会への業務委託により、児童

館に準じた施設として児童館事業を行うもの。 
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（３）児童クラブの実施箇所 

児童クラブ事業は、児童館本館と、児童クラブへの希望者が多く、児童館本館だけでは対

応できない場合に設置するサテライト室にて実施している。 

   【児童クラブ事業実施箇所数】（令和 4年 5月 1日現在（休止しているものを除く）） 

本館 サテライト室 合計 

112 か所 92 か所 204 か所 

 

（４）児童クラブ事業の基本情報（令和 4年 5月 1日現在） 

開設時間 

平日 
放課後～午後 6時 

(延長利用：～午後 7時 15 分) 

土曜日 午前 9時～午後 5時 

学校長期休業日等 
午前 8時～午後 6時 

(延長利用：～午後 7時 15 分) 

登 録 児 童 数 13,905 人 

 1 年生 4,360 人（31.4％） 

 2 年生 3,898 人（28.0％） 

 3 年生 3,025 人（21.8％） 

 4 年生 1,707 人（12.3％） 

 5 年生 715 人（5.1％） 

 6 年生 200 人（1.4％） 

要 支 援 児（※）数 725 人（5.2％） 

待 機 児 童 数 20 人 

保 護 者 負 担 金 
・基本利用分：3,000 円 

・延長利用分：1,000 円 

 減免世帯 
・生活保護世帯、市民税非課税世帯等：全額 

・市民税課税かつ所得税非課税世帯等：半額 

 ※要支援児… 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている児

童のほか、同等と認められた児童、また、発達の遅れ等により特別な支援が必

要と認められた児童。 

本市においては、学識経験者や専門機関の職員等を委員とした支援検討会議

において支援の必要性を判定している。 


